
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

11,492

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

【中核人材育成数】

　1期2年間の第２期目の塾を開講し、観光事業者等から推薦された、観光地域づくりを牽引できる可能性のある人材の育成に取り組む。

【滞在交流型プログラム群創出地域数】

　H26年度は、既交付団体の信越9市町村広域観光連携会議に加え、マネジメント塾1期生のグループの中から1団体を選出予定。

目標に対

する成果

の状況

【中核人材育成数】

・23名の塾生が4グループ（地域）に別れて、各地域ごと着地型旅行商品の造成に向けた取組み（モニターツアーの実施、地元観光事業

者との協議・調整、JICAとの交流等）を行った。

・平成26年3月には、1年のプロジェクトの実施結果及び今後の観光地域づくりのビジョンを発表した。

【滞在交流型プログラム群創出地域数】

・「滞在交流型プログラム群創出支援事業補助金」を信越9市町村広域観光連携協議会に交付し、コンセプトブックの作成やモニターツ

アーの開催、エリア内共通スキーリフト券の導入などを実施した。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 20,009 23,879

0 12,387

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

Aの

財源

0 7,992

概　算

人件費

1.50 1.50

0

7,622

12,387

0 0 7,992

7,992 11,492

合計（A) 0 11,492

－

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

１．中核人材の育成 直接

・観光地域づくりを牽引する中核人材の育成のため

「信州・観光地域づくりマネジメント塾」を開催（年間10

回）

1,492 2,577 1,492

・観光地域づくりのための組織基盤構築への支援

・滞在交流型プログラム群の創出支援

6,500

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 検討中

【左記の説明、根拠法令等】

民間等との協力による観光地域づくりをにより、長野県への誘客促進を図るため。

課・室 観光誘客課

総合５か年

計画

プロジェクト  2-1-1、2-2-1　農山村産業クラスター形成プロジェクト E-mail kankoshin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-02　強みを活かした観光の振興

観光地域づくりを牽引する中核人材が中心となった組織基盤が、「住んでよし訪れてよし」の視点で滞在交流プログラムの造成を行うことに

より、国内外から選ばれる観光地域を形成する。

　多様化する観光客のニーズに対応していくためには、農商工事業者やNPO団体など、域内の事業者が壁を超えて連携し、地域が一体

となって、地域資源を最大限に活かした魅力ある「滞在交流型プログラム」を造成し、観光客を呼び込んでいく観光地域づくりを牽引して

いく中核となる人材の育成及びその取り組みに対する支援が求められる。

成果目標の達成状況

項目

中核人材育成数

滞在交流型プログラ

ム群創出地域数

事業番号 08 03 07 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 観光地域づくり促進事業観光地域づくり促進事業観光地域づくり促進事業観光地域づくり促進事業
担

当

課

部局 観光部

１　選ばれる観光地づくり 実施期間 H２５ ～

県が関与

する理由

20名 23名 達成

達成－ 1地域 1地域

○中核人材育成数：20名以上

○滞在交流型プログラム群創出地域　１地域

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

20名

2地域

5,045 10,000

合計 7,992 7,622 11,492

２．中核人材による観光地域

づくり活動への支援

補助金


